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情けは人の為ならず(Part2) 

『四気折々』第３５号（２月１６日発行）において、このテーマに係る本校第３学年

男子生徒の素晴らしい行いを、みなさんにご紹介したことは記憶に新しいことと思われ

ます。 

この学校、この地域には、以前の男子生徒と同様に、困った人をそのままにはしてお

けないという素晴らしい人たちがまだまだ存在しており、その行いをご紹介します。 

 ３月９日実施の県立高校後期選抜受検に臨んだ本校女子卒業生に関わる行いです。こ

の卒業生が自宅を出発して最寄り駅に近づいたところ、以前から知る、自力では帰宅で

きない高齢の方と出会いました。家族の方が困っているだろうとその方のご自宅まで送

り届けました。その後、急いで最寄り駅に折り返し、やってきた電車に乗り込み、受検

会場に向かいました。途中の駅で乗り換えが必要なため、下調べしたホームに止まって

いる発車寸前の電車に飛び乗りました。すると、その電車は、１日に数本しかない、別

方面に向かう電車でした。次の駅で下車して、集合時間に間に合いそうにないことを学

校と自宅に電話で連絡しました。その電話での話を近くで聴いていた女性の方が、卒業

生に現金を手渡し、「これでタクシーに乗って、会場に行きなさい」と促してくださいま

した。タクシー運転手の方も事情を察し、受検会場へスムースに入場できる場所に停車

くださり、卒業生は教室での点呼に間に合い、受検に臨むことができました。受検を終

えた後に、助けていただいた女性にお礼のため、保護者とともに伺ったところ、その女

性のお子さんもかつて同じように困っていたところを居合わせた人に助けてもらったこ

とがあったため、声を掛けたとのことでした。まさしくこのことが、「情けは人の為なら

ず」と実感するとともに、この卒業生を川中の誇りに思います。また、これほどまでに

立派に育てていただいたご家庭と助けていただいた女性に感謝いたします。 

なお、この卒業生は、これらのことに臆することなく受検に臨み、見事合格しました

ことを申し添えます。 

 

情けは人の為ならず(Part3) 

３月１６日の県立高校合格発表の日のことです。その日の９時２０分頃、地域の方が

「朝明橋で自転車のチェーンが外れて困っている女生徒がいますよ」と職員室にお声が

けいただきました。すぐに、教職員が工具を持って現場に駆け付けると、高校をこの春

卒業したばかりの川越自動車学校に通う男性２人がチェーンのオイルで手を真っ黒にし

ながら、ギアにはめようとしているところでした。よく見てみると、後輪のギアが破損

しており、その場で修繕不能な故障であることがわかりました。教職員がその自転車を

学校で一時預かることとし、女生徒はその場に駆け付けた母親とともに、男性２人にお

礼を述べて、受検校へ合格の確認に向かいました。男性２人は名乗ることもなく、さっ

そうと自転車にまたがり、四日市方面に向けて走り去りました。教職員は、遠くなる２

人の背中を見送りつつ、「好青年に幸あれ」と祈るばかりでした。   【ウラに続く】 
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終わりよければ、すべてよし。 

本日３月２４日（金）の修了式をもって、平成２８年度の最終日を迎えることとなり

ました。この１年間で、偉大な卒業生をはじめ、１，２年生のみなさんも大きく成長す

ることができました。教職員一同、「終わりよければ、すべてよし」という日を迎え、充

実感・達成感に満たされています。 

さて、「終わりよければ、すべてよし」とは、故事ことわざ辞典によると「物事は最終

の結末がもっとも大事であり、途中の過程は問題にならないということ」と記されてい

ます。これは、ややもすれば、途中の過程はどうでもよいと思われがちですが、そうで

はないはずです。最善の努力を続けてきたからこそ、有終の美を飾る、すなわち、素晴

らしい結末を迎えることができるのです。努力し続ける中で、失敗や挫折を繰り返すこ

とはあるでしょうが、それを問題として取り上げないということではないでしょうか。

平成２９年度の修了式に「終わりよければ、すべてよし」と言えるように、明日から始

まる春休みの１２日間を計画的に過ごし、新年度の準備期間としての有意義な日々にし

てほしいと思います。保護者の皆様には、春休み中、ご家庭でお子様を見守っていただ

き、けがや病気、事故に十分お気をつけていただき、４月６日（木）の新年度始業式に

は、元気な姿でご家庭から送り出していただきますようどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

この１年間、修了式当日まで大過なく学校生活を送ることができましたのも、保護者

の皆様をはじめ、地域の方々のご理解とご協力によるものであることを認識するととも

に、感謝申し上げます。本当に１年間お世話になりました。新年度も、今まで以上に本

校の教育活動にご支援・ご協力賜りますことをお願いいたします。 

 

 

 

 


